
大分大学・医学部・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７５０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

吸血性昆虫を利用した野生動物由来の人獣共通フィラリア症の検索

Discovery of zoonotic filariases derived from wild animals with the use of 
blood-sucking insects as vectors

００１５６７８８研究者番号：

福田　昌子（FUKUDA, Masako）

研究期間：

１５Ｋ０７７８１

平成 年 月 日現在３０   ５ ２５

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：日本の人獣共通オンコセルカ（フィラリア）症起因種イノシシ寄生性Onchocerca 
dewittei japonica (O. d. j.)の媒介者を決定するために、イノシシ囮法により採集されたブユ成虫の吸血源動
物の遺伝子分析を行った。その結果、媒介者である可能性が高いとされていたヒト吸血性キアシツメトゲブユが
イノシシを吸血することがわかった。本種が媒介者であることが確定し、O. d. j.の伝播サイクルが完全解明さ
れた。また、日本各地で吸血性昆虫ブユの調査を行い、昆虫採集による人獣共通フィラリア症の探索が有用であ
ることを示した。

研究成果の概要（英文）：To determine the vector of Onchocerca dewittei japonica (the causative agent
 of zoonotic onchocercosis in Japan) from wild boar, blood source animals of black flies attracted 
to wild boar baits were investigated by molecular analysis. As a result, anthropophilic Simulium 
bidentatum, a possible natural vector of this zoonosis in Japan, was confirmed to bite wild boars 
and to be the vector species. Moreover, to predict and prevent zoonotic filarial infections, the 
fauna of black flies and their natural infections with filarial larvae were investigated in several 
places in Japan. This study indicates that the collection of blood-sucking insects is a useful tool 
for searching for zoonotic filariasis.

研究分野：衛生動物学、医昆虫学
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１．研究開始当初の背景 
 動物寄生性オンコセルカは糸状虫（フィラ
リア）に属する線虫で、家畜や野生動物に皮
膚疾患や腫瘤・嚢包形成などの症状を引き起
こす。近年、この寄生虫の人体感染が相次ぎ、
新興人獣共通寄生虫症として注目されてい
る。動物寄生性オンコセルカは、ミクロフィ
ラリア（仔虫）が吸血性昆虫（媒介者）に取
り込まれ、幼虫期をその体内で過ごし、感染
幼虫となって、昆虫がヒトを吸血する際に感
染すると考えられる。しかし、人獣共通感染
症の観点から、寄生虫（起因種）、宿主動物
および媒介者を調査した研究はほとんどな
い。 
 われわれは日本で初めて大分県の人体感
染例を報告して以来、その背景を調査してき
た。その過程で、多くの動物寄生性オンコセ
ルカ種を見いだし、日本の人獣共通オンコセ
ルカ症の起因種がイノシシに寄生する
Onchocerca dewittei japonica（以下 O. d. j.
という）であること、大分県の媒介者がヒト
吸血性キアシツメトゲブユ Simulium 
bidentatum である可能性が高いことを明ら
かにした。 
 当初は大分県に限られていた症例が他県
でも発生するようになったこと、大分県以外
の県でもイノシシが高率に O. d. j.に感染し
ていることを考慮すると、イノシシ、ブユ、
ヒトの 3 者が近接している環境においては、
人体感染がいつどこで起きてもおかしくな
い状況である。イノシシ以外の野生動物のオ
ンコセルカやフィラリアが起因種になる可
能性もある。 
 人獣共通フィラリア症の診断と感染予防
には、生息域が拡大している野生動物に寄生
するオンコセルカおよび他のフィラリアの
生活史の解明が必須である。採集の容易な吸
血性昆虫（媒介者）を調査すれば、捕獲困難
な野生動物（宿主動物）由来の病原体の伝播
サイクルの解明と新たな人獣共通フィラリ
ア症発生の可能性の予測が可能であると考
えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 日本（大分県）の人獣共通オンコセルカ
症の媒介者である可能性が高いヒト吸血性
キアシツメトゲブユが、実際にイノシシを吸
血するかは不明である。イノシシ囮法で採集
したブユ成虫の吸血源動物を調べることで
媒介ブユ種を決定し、起因種 O. d. j.の伝播
サイクルを完全解明する。 
 
(2) 吸血性昆虫をフィラリア検索の道具と
して利用することで、日本各地で野生動物に
寄生するフィラリアと媒介者の調査を行い、
O. d. j.を起因種とする人獣共通オンコセル
カ症および新たな人獣共通フィラリア症の
発生の可能性を探る。 
 
３．研究の方法 

(1) イノシシ囮法で採集されたブユ成 虫 の
吸血源動物の検索 
 大分県でイノシシ囮法によりブユ成 虫 を
採集し、飽血している個体の種を同定後、吸
血源動物の DNA を抽出した。ミトコンドリア
DNA のコントロール領域と核 DNA の
Glucosephosphate isomerase-processed 
pseudogene（GPIP 遺伝子）を PCR 増幅し、得
られた断片の塩基配列の解析を行った。 
 
(2) 人獣共通オンコセルカ症発生県におけ
るブユ成虫のフィラリア幼虫の自然感染の
調査 
 人獣共通オンコセルカ症が発生した広島
県と島根県において、人または車の排気ガ
スに誘引されたブユ成虫について、種を同定
後、個別に解剖して、フィラリア幼虫の自然
感染の調査を行った。 
 
(3) 人獣共通オンコセルカ症未発生県にお
けるブユ採集とそのフィラリア幼虫の自然
感染の調査 
①2016 年の 1〜12 月の月に一度、日の出から
日没まで、ブユの吸血被害が知られている鹿
児島県奄美大島の湯湾岳近くの名音川沿い
において（標高 220m）、人囮法（自動車アイ
ドリングも行う）で成虫を採集した。また、
成虫採集を行った近くの名音川約 200m にわ
たってブユ幼虫を採集した。採集した成虫と
幼虫は 80％アルコールに入れ研究室に持ち
帰り、顕微鏡下で種の同定を行った。 
②イノシシの O. d. j.の感染率が高い栃木
県、兵庫県、福井県、和歌山県と、以前の
調査でブユからフィラリアが検出された岩
手県において、人または車の排気ガスに誘
引されたブユ成虫の採集を行った。ブユ種を
同定後、一部の個体を個別に解剖して、フィ
ラリア幼虫の自然感染を調べた。 
 
４．研究成果 
(1) イノシシ囮法により飽血キアシツメト
ゲブユ成虫を採集した（図 1）。吸血源動物の
遺伝子解析の結果、ミトコンドリア DNA のハ
プロタイプは J15 、 GPIP 遺伝子型は
GPIP*1/GPIP*3 型であった。いずれもニホン
イノシシに特徴的な型であった。これまで、
感染実験とフィラリア幼虫の自然感染の調



査で、ブユ成虫から O. d. j.の感染幼虫（第
3 期幼虫）を見いだすことにより媒介者の検
索を行ってきたが、自然界で実際にブユがイ
ノシシを吸血するかは不明であった。今回、
ブユがイノシシを吸血することを直接的に
証明することができた。これにより、起因種
O. d. j.の伝播サイクルを完全に解明するこ
とができた。 
 
(2) 人体感染の報告がある広島県と島根県
で採集されたブユ成虫のフィラリア幼虫の
自然感染を調べた結果、広島県のキアシツメ
トゲブユから O. d. j.のミクロフィラリアが
見いだされた（表 1, 2）。感染幼虫を見いだ
すことはできなかったが、広島県においても、
最初に症例が発生した大分県と同様に、人獣
共通オンコセルカ症の媒介者が、ヒト吸血性
キアシツメトゲブユである可能性があるこ
とが分かった。 

 
(3) 鹿児島県奄美大島でブユ相を調査した。
一年間で採集された成虫は、アシマダラブユ
（S. japonicum）が 817 個体、ミエツノマユ
ブユ（S. mie）が 10 個体であった（図 2, 3）。
最も多く採集した月は 2月で 237 個体、つい
で 5月の 236 個体であった。最も採集数の少
なかったのは 10 月で 0個体、ついで 11 月の
1 個体であった。一日の中での活動に関して
は（図 4）、採集数が多かった 2月と 5月では
朝と夕方近くの二峰性を示した。しかし、必
ずしも毎回二峰性を示したわけではなく、6
月は午後、8 月は夕方にのみピークがある一
峰性であった。2015 年の予備調査では日の入
り前の約 3 時間の採集で、7 月に 136 個体、
10 月に 18 個体のアシマダラブユを採集して
いる。このことから、年によっての採集数の
変動がかなり大きいと思われる。日中活動の
パターンが一定しないのも、当日の天候など
他の要因が強く関係していると考えられる。 
 また、採集したブユ終齢幼虫は、スズキア
シマダラブユ（S. suzukii）1,107 個体、ア
シマダラブユ 129 個体、オキナワナンヨウブ
ユ（S. okinawense）3個体であった（図5, 6）。
スズキアシマダラブユは2月に最も多く採集
され（333 個体）、アシマダラブユは 5月に最
も多く採集された（47 個体）。両種とも 8〜
10 月にかけてが、個体数が少ない月であった。 



 奄美大島で人囮法によりブユ成虫採集を
行うと、採集されるのは主にアシマダラブユ
である。地元の人の聞き取りでは春（5 月ご
ろ）にブユによく刺されるということであり、
今回のアシマダラブユの終齢幼虫発生のピ
ークと一致していた。 
 ブユ対策としては、環境負荷がある薬剤散
布は難しいことから、個々人での対策となる。
一般的な対策ではあるが、特に春から夏にか
けては、山間部は入るときは肌の露出を減ら
し、露出部には忌避剤を使用することが重要
となる。また、今回の調査が示すように、春
から夏以外の季節でもアシマダラブユは発
生しているので、これまでブユ刺症で強い腫
れを経験している人は、春夏と同様の対策が
望ましい。 
 
(4) 人獣共通オンコセルカ症未発生県の栃
木県 3 地点、兵庫県 2 地点、福井県 2 地点、
和歌山県 5地点および岩手県 7地点でブユ成
虫の調査を行った（表 3）。その結果、採集数
の多かった栃木県、和歌山県、岩手県で、い
ずれも大分県の人獣共通オンコセルカ症の
媒介者であるキアシツメトゲブユが優占種
であった。栃木県と和歌山県で採集したブユ
の一部（合計 136 個体）を解剖したが、まだ
フィラリアの幼虫は見いだされていない。今
後はさらにブユを解剖し、フィラリア幼虫の
自然感染を調査し、人獣共通フィラリア症発
生の可能性を探る予定である。 
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